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成果の概要／山本浩平 

課題名：大気汚染曝露量推定モデルの精度向上を目的とした入力データの適正化とその評価 

 

大気汚染による健康影響を評価するためには，大気汚染物質の時間的・空間的変動を考慮

した個人への曝露濃度推定が必要である．大気汚染物質濃度分布を推定するためのモデル

は，物理・化学的理論に基づきモデル化したものと，統計的手法に基づくものとに大きく分

類される．疫学的手法による健康影響の評価においては，高い空間解像度で曝露濃度分布を

得やすいことから後者がよく用いられ，その代表的なものとして Land Use 

Regression(LUR)モデルと呼ばれる，大気汚染物質濃度と大気濃度に影響を及ぼすと考えら

れる環境情報データを用いて統計的に濃度分布を推定する回帰モデルが挙げられる．筆者

はこの LUR モデルの予測精度向上手法の開発・改良を行ってきたが，本研究では曝露濃度

推定モデル構築手法の検討と入力データの適正化につい

て検討した．  

LUR モデルの構築において，大気中で生じる多種多様な

過程を考慮すると，線形回帰のみでモデル構築することは

難しいと考えられる．近年の機械学習手法の急速な発展に

伴い，国内外において，上記の非線形性を考慮するための

手法としての機械学習を導入した LUR モデルが提案され

ているが，どの機械学習手法を用いることが大気濃度分布

の推定に最適であるかの情報は少ない．そこで，本検討で

は，Random Forest, XGBoost, k 近傍法, Support Vector 

Regression の 4 つの機械学習手法を導入して二酸化窒素

（NO2）および PM2.5 濃度推定のための LUR モデルの構

築を行い，モデルの推定精度の観点から適切な機械学習手

法について検討した．2015 年 8 月から 2019 年 5 月まで季

節毎の 1 ヶ月平均濃度を推定し，その精度評価を行った結

果，Random Forest の予測性能が総じて高いことを，第 63

回大気環境学会年会で報告 1)した． 

またモデルの入力となる環境情報の選定や前処理技術の改

良に関して，衛星データより得られた人口密度データの導

入，観測で得られた気象データと気象モデル推定値の比較，面的環境情報データの前処理手

法としてのバッファの導入などの検討を現在も継続中である． 

 

1) 山本浩平，坂口淳，辻本昌礼，亀田貴之：大気汚染曝露評価のための統計モデル構築に

おける機械学習手法の比較，第 63 回大気環境学会年会，P-077（2022）． 

推定濃度分布 

上：PM2.5，下：NO2 

（2018 年 10 月） 


